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序
　

　玄界灘に面して広がる福岡市には豊かな歴史と自然が残されており、これを後世に伝えていくこと

は現代に生きる我々の重要な務めであります。

　福岡市教育委員会では開発事業に伴い、やむをえず失われていく埋蔵文化財については事前に発掘

調査を実施し、記録保存に努めています。

　今回報告する弥永原遺跡第６次調査においても発掘調査により多くの貴重な成果をあげることがで

きました。

　本書が文化財保護へのご理解と認識を深める一助となり、また研究資料としても活用していただけ

れば幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行にいたるまで学校法人福岡女学院をはじめとする関

係各位のご理解を賜り、ご協力をいただきましたことに対し厚く御礼申し上げます。

平成１６年３月３１日

福岡市教育委員会
教育長　　生田　征生
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例　　言
　

１．本書は福岡市教育委員会が平成１４年度に南区日佐３丁目４２－１において実施した弥永原遺跡第６

次調査の発掘調査報告書である。

２．遺構の実測は長家伸、坂本真一（現福岡県教育委員会）北川貴洋、小田祐樹が行った。

３．遺物の実測は長家、坂本、林田憲三、上田龍児が行った。

４．製図は長家、星野恵美が行った。

５．写真は長家が撮影した。なお写真１・２については『福岡女学院　８５年史』（学校法人福岡女学

院　１９７０）より転載した。また写真３・４は福岡女学院より原版をお借りし、それぞれ福岡女学

院の許可を得て掲載した。

６．本書で用いる方位は磁北であり、座標北から６°西偏し、真北から６°１８′西偏する。

７．本書で用いる遺構番号は通し番号にし（一部欠番あり）、報告の際には遺構の性格を示す略号を

付して表記している。略号は甕棺（Ｋ）、土坑墓・石蓋土坑墓・石棺墓（ＳＲ）、土坑（ＳＫ）、

溝（ＳＤ）、ピット（ＳＰ）である。

８．付編として、福岡市埋蔵文化財センター比佐陽一郎氏による本調査検出の赤色顔料についての調

査報告を掲載している。

９．本書に関わる図面・写真・遺物等の全資料は福岡市埋蔵文化財センターで収蔵・保管されるので、

活用いただきたい。

１０．本書の編集・執筆は長家が行った。
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ＹＮＢ－６遺跡略号０２０１遺跡調査番号
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Ⅰ　は　じ　め　に

１　調査にいたる経過
　平成１３年１２月１８日付けで学校法人福岡女学院　理事長青木順之助氏より福岡市教育委員会宛に福岡

市南区日佐３丁目４２－１の物件に関して、校内図書館増築に関わる埋蔵文化財事前審査申請書が提出

された（事前審査番号１３－２－７５７）。申請地は周知の埋蔵文化財包蔵地である弥永原遺跡（分布地図

番号２６－０１０５・遺跡略号 YNB）に含まれている。更に調査対象地点は以前、同法人幼稚園の構内に

あたり、昭和３０年代の福岡女学院建設時に甕棺墓群として確認された地点である。この申請を受けて

埋蔵文化財課では申請者と協議の上平成１３年１２月２７日に申請地内の試掘調査を行い、現況地表面から

１００cmほどの鳥栖ローム層上面で甕棺を確認した。この結果を受けて埋蔵文化財課では申請者に対し

て遺構が存在する旨の回答を行い、その取り扱いについて協議を行った。協議の結果、建物の構造上

遺構の破壊が避けられないため、平成１４年度に発掘調査、平成１５年度に資料整理・報告書作成を行い、

記録保存を図ることで協議が成立した。

　調査期間は平成１４年４月１日～平成１４年５月１７日である（調査番号０２０１）。調査面積は２６５㎡、遺物

はコンテナ７１箱分出土している。

　現地での発掘調査にあたっては学校法人福岡女学院の関係の皆様から発掘調査についてご理解頂く

と共に、多大なご協力を賜りました。ここに記して謝意を表します。

２　調査体制
　　事業主体　学校法人福岡女学院

　　調査主体　福岡市教育委員会埋蔵文化財課

　　調査総括　埋蔵文課財課長　　山崎純男

　　　　　　　調査第２係長　　力武卓治（前任）　田中寿夫（現任）

　　調査庶務　文化財整備課　御手洗清

　　調査担当　調査第２係　長家伸

　　調査作業　澄川アキヨ　中村フミ子　岩本三重子　越智信孝　藤野トシ子　西山径子

　　　　　　　中村サツエ　藤野幾志　西川シズ子　宮崎幸子　近藤誠一　�野�������

���������������	�
��
������
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１　比恵遺跡群
２　博多遺跡群
３　箱崎遺跡群
４　吉塚本町遺跡群
５　吉塚遺跡群
６　那珂遺跡群
７　三宅Ｂ遺跡
８　和田Ｂ遺跡
９　野多目Ｃ遺跡群
10　弥永原遺跡（本報告）
11　日佐遺跡群
12　警弥郷Ａ遺跡群
13　雀居遺跡
14　板付遺跡
15　高畑遺跡
16　諸岡Ａ遺跡群
17　井尻Ｂ遺跡
18　席田青木遺跡群
19　宝満尾遺跡
20　久保園遺跡
21　下月隈遺跡
22　金隈遺跡
23　麦野遺跡群
24　雑餉隈遺跡群
25　須玖岡本遺跡
26　須玖永田遺跡
27　赤井出遺跡
28　駿河遺跡
29　東比恵三丁目遺跡
30　東那珂遺跡
31　那珂君休遺跡

第１図　調査区位置図１（１／７００００）
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学校法人　福岡女学院実測平面図 

調査地点 
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第４図　調査区位置図４（１/2000） 
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Ⅱ　調　査　の　記　録

１　遺跡の立地とこれまでの調査
　弥永原遺跡群は福岡平野の南側に位置し、本平野を北流する那珂川と御笠川の両河川に挟まれた洪

積丘陵上に立地する。両河川間には、樹状に派生する洪積丘陵群が博多湾岸の砂丘後背まで延びてい

る。これらの丘陵は開析作用により本来複雑な地形をなしているが、現状では宅地化等諸開発のため

本来の形状がわかりにくくなっている。

　調査対象地は春日市と市境を接する福岡女学院校内にあたる。ここでは１９５８年（昭和３３年）の女学

院建設に伴う造成時に弥生時代の埋葬遺構群が確認されて以来、日佐原遺跡として知られていたが、

福岡市の遺跡分布地図作成時に西側の低位部にあたる弥永原遺跡と統合されたようであり、現在では

日佐原遺跡の名称は使用しておらず、今回も弥永原遺跡群として調査を行っている。遺跡群内の表層

地質をみると、日佐原と弥永原の間には北から狭い谷が入り込んでいるが、両地点を完全に分断する

には至らず、一連の洪積丘陵となっている。また地形的には日佐原が高位段丘、弥永原が中位段丘を

形成し、この西側が沖積地による低位段丘となっている。

　調査地点から谷を挟んで東側春日市域には、春日丘陵と呼ばれる洪積丘陵が延びており、この丘陵

及び周辺沖積地には須玖岡本遺跡をはじめとする広大な遺跡群が存在し、弥生時代中期以降の集落、

埋葬遺構、生産関連遺構、青銅器埋納遺構等の遺構群が濃密に分布している。特に弥生時代後期にお

ける「奴国」の中枢地域として機能したものと考えられ、特筆すべき地域である。本調査遺跡群も春

日丘陵周辺の遺跡群として捉えるべきであるが、ここでは周辺遺跡群の概要は割愛し、弥永原遺跡群

内でのこれまでの調査についてのみ概要を述べておきたい。

　１次調査（５８０１）　日佐原遺跡発見の端緒となる調査である。従来の丘陵高位段丘部分の大半は現

在福岡女学院の敷地内に取り込まれているが、校舎造成時に内行花文鏡が出土し、これを受けて１９５８

年６月に福岡県及び九州大学により緊急の調査が行われている。ここでは造成に伴い丘陵尾根線上を

中心に埋葬遺構群が確認された。埋葬遺構群はA～G群の石蓋土坑３２基、箱式石棺墓１９基、甕棺墓１

基からなる弥生時代後期の墳墓群と A群の東南１００mの幼稚園構内に位置する弥生時代中期の甕棺墓

群が認められている。副葬品としては E群―１５号石蓋土坑墓から前述の内行花文鏡・玉類、E群―７

号箱式石棺墓から鉄斧・鉄刀・鉄鏃・玉類がそれぞれ出土している。なお今回調査の対象とした校内

図書館増築部分は旧幼稚園構内運動場東端部分にあたる場所である。１９５８年調査時の甕棺確認地点が

具体的にどの位置に当たるのかについては現在明らかでないが、今回の調査地点周辺が１次調査にお
いて甕棺墓域として報告されていた部分である（第２図）。
 （「環溝住居阯小論」（四）『史淵』第７８集　鏡山猛　１９５９）

　２次調査（６４０１）　１９５９年ガラス勾玉の鋳型が不時発見されたことを受け、１９６５年福岡県教育委員

会・九州大学によって行われた確認調査である。これにより鋳型は弥生時代後期の環濠から出土した

ものと考えられた。この他には弥生時代後期の竪穴住居跡等を確認している。また１次調査鋳型出土
地点から数m北側で別のガラス勾玉鋳型が弥生後期の土器と共に出土する。
 （『福岡県弥永原遺跡調査概要』福岡県文化財調査報告書第３２集　１９６５）

　３次調査（６６０１）　１９６７年弥永原団地建設に伴い、福岡市教育委員会によって行われた。調査範囲

の多くが２次調査と重複する。A地区では弥生時代後期と考えられる V字溝を確認している。B地区

では弥生時代後期の断面逆台形を呈する溝、中期後半～後期の竪穴住居跡を確認している。後期の２
号竪穴からは小形 製鏡が１点出土している。
 （三野章編　『福岡市弥永原遺跡調査概要』　福岡市住宅供給公社・福岡市教育委員会　１９６７）
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　４次調査（８８２４）　１９８８年公園建設に伴う発掘調査である。撹乱が著しく遺存状態はきわめて不良

である。弥生時代後期溝１条、古墳時代後期竪穴住居跡等を確認する。
 （「柳瀬東公園（弥永原遺跡群第４次）の調査」『公園関係埋蔵文化財調査報告書Ⅰ』

 福岡市埋蔵文化財調査報告書第２２０集　１９９０）

　５次調査（９６５３）　３次調査（市営住宅）北東側に隣接する。弥生後期の竪穴住居跡を確認する。
 （『弥永原遺跡４』福岡市埋蔵文化財調査報告書第６０４集　１９９９）

　以上のように、弥永原遺跡群の調査については中位段丘面の調査が主体となり、高位面は１次調査

以来今回が２度目の調査である。造成以後、高位面はその大部分が学校用地として使用されており、

特に丘陵尾根線部分は数mに及ぶ地下げが行われていると考えられる。このため丘陵縁辺部分の遺

構がかろうじて残存しているのみであると想定され、今回の調査地点もそのような丘陵縁辺の斜面に

あたる地点である。

２　調査概要
　調査対象地点は現状で未舗装の平地となっていた。標高は２４．６mを測る。なお調査標高は１／５００

道路台帳より引用し、女学院正門前交差点中央の春日市汚水枡中央を標高２２．８mの基点としてレベル

移動を行っている。調査廃土を場内処理する必要から当初南半部分の調査を行い、終了後土砂反転し

て北半部分の調査を行った。遺構面は鳥栖ローム層上面及びこの上部に残る黒色土上面である。また

中央部東西方向に造成前の旧耕作土に伴う段がついており、北側が一段低くなっている。遺構面レベ

ルは南半高位部が標高２４．０m、北側低位部は西側が２３．６m、北東隅が２３．３mとなっている。削平によ

り旧地形は不明瞭であるが、鳥栖ローム層のレベルから本来は東～北東方向に傾斜する地形であった

と考えられ、旧表土が全く失われている調査地の東辺側は校内造成時に削られたものと考えられるが、

旧耕作土の残る北東側は校舎造成では遺構面まで削平が及ばなかったものと考えられる。

　検出遺構は甕棺１９基、土坑墓１７基、石蓋土坑墓２基、石棺墓２基、他溝・土坑・ピットがある。遺

構の大半は南半部分に偏っており、特に埋葬遺構は南半のみに位置している。北西側の低位部分には

掘り込みのしっかりしないピットが検出されるのみで、遺構分布の縁辺を示すものと考えられる。遺

構の主体は４０基の埋葬遺構で、このうち SR０２８から小玉１点及びK０１０、SR０２３、SR025、SR０２８、SR０３７、

SR０３９の６基から水銀朱の塗布が認められたが、その他の副葬品は出土していない。

３　遺構と遺物
１）甕棺墓（K）

　甕棺は１９基確認している。小形棺４基、中～大形棺１５基である。甕棺墓を含む埋葬遺構は前述のよ

うに調査地点の南半分に偏って配されている。埋葬方向は東西方向と南北方向の両者が存在するが、

現状では特に配列・群構成にまとまりは見出せない。更に墓域は現状で北限の一部を確認しているの

みで、他３方向には更に広がるものと考えられる。

　K００１（第６図）

　南側端部で検出した覆口式の中形棺である。主軸方向はN―９°―Eにとり、埋置角度は３６°であ

る。南側端部をSD０６３とわずかに切り合うが、先後関係は不明である。上下側に甕を用いるが、上甕

は口縁部を打ち欠いて使用している。墓坑は南側に平坦面を有しそこから斜坑を掘り込んでいる。 
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第５図　調査区全体図（１／１００）



　出土遺物（第７図　１・２）

　１は上半を打ち欠く甕である。現存器高５０cm、復元底径１０cmを測る。胴部最大径は４９．５cmで、

胴部中位の突帯貼付位置にある。胴部外面は縦刷毛の後粗くナデ消しているが、全体に刷毛目が明瞭

に残っている。内面にも縦刷毛が行われるが、底部付近はほとんどナデ消していない。中位以上には

縦方向に行われている擦過状のナデにより、刷毛目の多くを消している。淡橙色を呈し、焼成は良好

である。なおこの甕棺は口縁部を打ち欠いて使用しているが、上甕として取り上げた遺物の中に、こ

れと接合する可能性を有する口縁部破片が出土している。全周の１／６程度の破片であるが、接合は

できていない。しかし色調・胎土・調整等の類似点より、同一個体である可能性は高いものと考えら

れる。ここでは参考資料として図示しておく。

　２はほぼ完存する下甕である。口径３８．２cm、器高６０．６cm、底径１０cmを測る。胴部最大径は

４５．６cmで、胴部のやや上位にある。口縁部はく字状に屈曲し、外面が肥厚しているためやや内湾気

味に見える。突帯は口縁下に三角突帯が１条貼付される。口縁部は横ナデにより、胴部は縦刷毛の後

ナデを行う。ナデは内面でより丁寧に行われ、外面下半では特に刷毛目がよく残っている。にぶい橙

色を呈し、焼成良好である。 
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第６図　K００１・００２実測図（１／３０）



　K００２（第６図）

　西側端部で検出した接口式の大形棺である。主軸方向はN―８７°―Wにとり、埋置角度は２３°であ

る。上甕に鉢、下甕に甕を用いている。墓坑は西側が未掘となるが、上面は幅１．４mの（長）方形に

掘削されていると考えられる。検出面から４０cmまでは竪坑南側に平坦面を有しそこから斜坑を掘り

込み、墓坑の深さは１．３mを測る。墓坑底面は緩やかなくぼみ状となり、西側には１５cm程高い平坦面

を有している。また墓坑の南側壁の南～東側部分では７０cm程の竪坑の下部を奥へ８０cm程抉り込んで

掘削されている。 
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第７図　K００１・００２出土遺物実測図（１／８）



　出土遺物（第７図　３・４）

　３は上甕に使用されたほぼ完形の鉢である。口径４９．４cm、器高２９．５cm、底径１３．７cmを測る。口

縁部はやや内側に張り出し、上面は水平となる。突帯は口縁下に三角突帯１条を貼付する。内外面に

丁寧なナデ調整を行う。橙色を呈し、焼成良好である。

　４はほぼ完形の下甕である。口径５０cm、器高９４cm、底径１４．８cmを測る。胴部最大径は７０．５cmで、
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第８図　K００３・００４及び出土遺物実測図（１／３０、１／６）



胴部中位の突帯貼付位置にある。口縁部上面ははやや内傾している。突帯は口縁下にコ字形突帯１条、

胴部中位に２条のコ字形突帯を貼付する。内外面には丁寧なナデ調整を行い、底部付近に板状工具の

小口痕跡が残っている。口縁部上面の一部と胴部の一部に黒色顔料の塗布が認められ、本来は外面全

体に黒塗りが行われた可能性が考えられる。現状の器表面は淡黄色～淡橙色を呈し、焼成良好である。

　K００３（第８図）

　K００２の北側で検出した接口式の小形棺である。主軸方向はN―５６°―Eにとり、埋置角度は１４°で

ある。上甕・下甕ともに甕を用いる。墓坑は上面が径７０cmの円形を呈し、深さ６０cmを測る。検出面

から２０cmまでは竪坑を掘削し、そこから斜坑を掘り込んでいる。墓坑底面は緩やかなくぼみ状とな

り、西側には５～１０cm程高い平坦面を有している。

　出土遺物（第８図　５・６）

　５は完形の上甕である。口径３０．２cm、器高３３．５cm、底径８．２cmを測る。底部は平底で、口縁部は

やや内傾している。胴部内面は丁寧なナデを行う。外面には全体に縦刷毛が残る。淡橙色を呈し、焼

成良好である。

　６は完形の下甕である。口径３０．５cm、器高３６．６cm、底径８．９cmを測る。５同様に底部は平底で、

口縁部はやや内傾している。内面ナデ、外面縦刷毛を施す。淡橙色を呈し、焼成は良好である。

　K００４（第８図）

　SK０６２の上面で検出した壺を用いた小形棺である。削平により下甕の一部が残存するのみで、上甕

については不明である。主軸方向はN―８８°―Eにとり、埋置角度はおおよそ２６°である。墓坑は底

面部分を確認したのみであるが、この部分で４５cmの不整円形を呈し、深さ１０cmを測る。

　出土遺物（第８図　７）

　胴部の１／２程度が残存する壺である。残存器高３０．１cm、底径１０．２cm、胴部最大径４９cmを測る。

内外面ナデ調整を行うが、底部付近に僅かに刷毛目状の痕跡が残る。

　K００５（第９図）

　調査区南端で検出し、K００１の２m東側にこれと並行に配置される単棺の大形棺である。主軸方向は

N―１５°―Eにとり、埋置角度は３２°である。墓坑は径１．１mの円形～隅丸方形を呈し、底面までの

深さ９０cmを測る。掘り方は検出面から２０cmまで竪坑を掘削し、以下斜坑を掘り込んでいる。

　出土遺物（第９図　８）

　ほぼ完形を呈する。口径５１cm、器高８５cm、底径１２cmを測る。胴部最大径は６２cmで、突帯貼付位

置のやや上方にある。口縁部はやや内傾している。突帯は口縁下に三角突帯１条、胴部中位に２条の

コ字形突帯を貼付する。内外面ナデ調整を行うが、胴部表面には縦横ランダムにナデを行った痕跡が

残っている。淡黄色を呈し、焼成良好である。

　K００６（第１０図）

　SK０６１に掘り方の南側を切られる小形棺である。削平により下甕の一部が残存するのみである。主

軸方向はN―７°―Wにとり、埋置角度はおおよそ３５°である。墓坑は底面部分を確認したのみであ

るが、南側に一段平坦面を有し、これから１０cm掘り込んで底面に至っている。掘り方平面は７０cmの

長円形を呈し、深さ２０cmを測る。なお遺物取り上げ時には気が付いていなかったが、接合時に２個

体分の破片を確認しており、上甕が崩落したものが下甕内に転落して残ったものと考えられる。

　出土遺物（第１１図　９・１０）

　９は図示前に取り上げたもので、下甕内に崩落していたと考えられる上甕の破片である。口縁部は

打ち欠いたものと考えられ、底部及び胴部中位部分が残存している。底部はやや上げ底気味の平底で、
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径１０cmを測る。内外面丁寧なナデ調整を行う。胎土は精選されており、淡橙色を呈する。

　１０は下半の１／２程度が残存する。残存器高３１．８cm、底径１３cm、復元胴部最大径は３９．６cmを測

る。胴部に１条のM字形突帯を有する。内外面ナデ調整を行うが、両面共に消し残した刷毛目が

残っている。外面浅黄色、内面橙色を呈する。
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第１０図　K００６・００７・００８実測図（１／３０）



　K００７（第１０図）

　調査区中央部分で検出した大形棺である。削平により下甕の一部が残存するのみである。主軸方向

はN―７６°―Eにとり、埋置角度はおおよそ４７°である。下甕には甕を用いている。墓坑の平面規模

は１０５×６０cmを測り、底面までの深さは５０cmである。掘り方は棺体に添うように斜めに階段状に掘

削されている。なお取り上げ時に下甕とは別個体と考えられる個体の口縁部破片が出土しており
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（１１）、これを上甕の一部と考えている。

　出土遺物（第１１図　１１・１２）

　１１は下甕内に転落したと考えられる上甕の可能性を有する口縁部破片である。復元口径４４cmを測

る。口縁部は緩くく字状に折れ曲がり、頚部外面には三角形突帯が貼付される。内外面は板状工具ナ

デを行い、内面には横方向の連続した小口痕が残っている。

　１２は上半の２／３を欠失している下甕である。復元口径４９．２cm、復元器高７７cm、底径１１cm、胴部

最大径は５７．２cmを測る。底部は僅かにレンズ状を呈する。また口縁部はく字状に屈曲し、頚部外面

には１条の三角形突帯を貼付する。胴部中位には形状の乱れた２条のコ字形突帯を貼付する。内外面

ナデ調整を行うが、胴部外面及び口縁部内面には刷毛目が残っている。色調は淡橙色を呈する。

　K００８（第１０図）

　調査区西側で検出した小形棺である。削平により下甕の一部が残存するのみである。主軸方向はN

―７０°―Eにとり、埋置角度はおおよそ３０°である。下甕に甕を用いている。墓坑は底面部分を確認

したのみであるが、この部分で径６５cmの円形を呈し、深さ１５cmを測る。

　出土遺物（第１１図　１３）

　下半の１／３程度が残存するのみである。残存器高３５．６cm、底径１１cm、復元胴部最大径４３．２cm

を測る。底部は平底である。また突帯は胴部中位に１条のM字形突帯を貼付する。内外面ナデ調整

を行う。

　K００９（第１２図）

　調査区中央部部分で検出した大形棺である。調査時には切り合いからK０１０→K００９の関係となるも

のと考えたが、出土甕棺をみると切り合いが逆転している様である。上甕の一部が削平により失われ

ている。主軸方向はN―２０°―Wにとり、埋置角度はおおよそ３８°である。墓坑は崩落により南側部

分が乱れているが、本来は上面１３０×１７０cmの長円形を呈するものと考えられる。現状で検出面から
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第１２図　K００９・０１０実測図（１／３０）



底面までの深さは８５cmである。掘り方は棺体に添うように階段状に平坦面を有しながら掘削されて

いる。

　出土遺物（第１３図　１４・１５）

　１４は上半部分のみが残る上甕である。口径４２．５cm、残存器高４８cmを測る。胴部最大径は５０．２cm

で、胴部上部に位置している。口縁部は内湾し、頚部外面に三角突帯が１条貼付される。内外面ナデ

調整を行うが、胴部外面には消し残した刷毛目が比較的明瞭に観察できる。
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　１５は完形の下甕である。口径４５．６cm、器高８９．９cm、底径１２．６cmを測る。胴部最大径は６６cmで、

突帯貼付位置にある。口縁部は大きく内傾・内湾し、内側に明瞭に張り出している。突帯は口縁下に

三角突帯１条、胴部中位に２条のコ字形突帯を貼付する。内外面ナデ調整を行うが、胴部外面はナデ

が粗く、縦刷毛がよく残っている。色調は淡黄色を呈する。器面の摩滅が進んでいるが、焼成は良好

である。

　K０１０（第１２図）

　調査区中央部部分で検出した大形棺で、K０１０→K００９の関係となる。上甕の大半と下甕の一部が削

平により失われている。主軸方向はN―７０°―Eにとり、K００９と主軸方向を直交させている。また埋

置角度はおおよそ４４°である。墓坑は１６５×１２０cmを測り、検出面から底面までの深さは７０cmである。

掘り方は一段平坦面を有し、以下は棺体に添うように斜方向に掘削されている。上甕は口縁部を打ち

欠いており、下甕と接口する部分には目張りの白色粘土が行われている。また下甕の底面近くに３０×

２５cmの範囲で水銀朱が認められた。

　出土遺物（第１３図　１６・１７）

　１６は上甕であるが、上半部分が接合せず、底部付近のみを図化している。図上では底部は認められ
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ないが、削平時等に転落したものであろう。底部は僅かにレンズ状を呈し、底径１０cmを測る。調整

は内外面ナデを行う。

　１７は上半の１／４を欠く甕である。復元口径４９．６cm、器高９２．７cm、底径１２．３cm、胴部最大径は

６２．５cmを測る。口縁部は外湾するく字状を呈し、口縁下に三角突帯を１条貼付する。また胴部中位

には２条のコ字形突帯を有する。内外面ナデ調整を行うが、外面下端部分には縦刷毛が残る。底部は

僅かに丸みを有する。浅黄橙色を呈し、焼成良好である。

　K０１２（第１４図）

　K００９の南東側で検出した大形棺である。石棺墓０１１に掘り方の南側を削平されている。単棺で主軸

方向はN ―２６°― Eにとり、埋置角度は３５°である。墓坑は崩落により乱れているが本来上面は

１４０cm×９０cmの隅丸長方形を呈するものと考えられ、検出面から底面までの深さは１２０cmである。

掘り方は一段平坦面を有し、この部分で西側に大きく抉り込んでいる。北側は斜方向に掘り込み、底

面は中央が僅かにくぼんでいる。

　出土遺物（第１４図　１８）

　完形を呈する甕である。口縁部外径７０．８cm、器高１０８．６cm、底径１３．４cmを測る。胴部最大径は

８５．７cmで、突帯貼付位置の上方にある。口縁部は僅かに内傾している。突帯は口縁下に三角突帯１

条、胴部中位に２条の三角突帯を貼付する。内外面ナデ調整を行うが、胴部外面には部分的に縦刷毛

が残っている。また内面のナデは丁寧で、板状工具の圧痕も認められる。口縁部外面裏側に僅かに黒

塗りの痕跡と考えられる部分が認められるが、判然としない。淡黄色を呈し、焼成良好である。

　K０１３（第１５図）

　調査区東側で検出した大形棺である。SK０３３に伴う石材が掘り方の上面に載っており、K０１３→

SK０３３の先後関係となる。主軸方向はN―８８°―Wにとり、埋置角度は３８°である。上甕は削平によ
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り多くが失われている。検出面から底面までの深さは９０cmを測り、掘り方は階段状に平坦面を有し

ながら棺体にそって斜方向に掘り込まれている。

　出土遺物（第１６図　１９・２０）

　１９は上甕に使用された鉢で、底部を欠く他はほぼ完存する。口径５８cm、復元器高３８cmを測る。口

縁部は横ナデを行い、内傾している。突帯は口縁下に三角突帯１条を貼付する。胴部は外面縦刷毛を

行い、ナデはほとんど行われていない。また内面は全体にナデ調整を行う。淡橙色を呈し、焼成は良

好である。

　２０は完形の下甕である。口縁部外径６４．８cm、器高１０１cm、底径１２．８cmを測る。胴部最大径は８１cm

で、突帯貼付位置のやや上方にある。口縁部はやや内傾している。突帯は口縁下に三角突帯１条、胴

部中位に２条の突帯を貼付する。胴部外面は縦刷毛の後ナデを行うが、全体を丁寧にナデ消していな

い。また内面は板状工具による縦方向のナデ痕跡が明瞭に残り、底部付近には小口痕跡も認められる。

口縁部から１５～２０cm幅で内外面に淡橙色の彩色を施している。塗布には幅４．５cm程度の刷毛状工具

を用いたものと考えられる。彩色部以外の色調は淡黄色を呈し、焼成良好である。

　K０１４（第１５図）

　調査区東側で検出した中形棺である。主軸方向はN―１°―Eにとり、埋置角度は２６°である。上

甕は削平により多くが失われている。掘り方平面は長さ１mの長円形を呈し、検出面から底面まで

の深さは４５cmを測る。掘り方は北側に平坦面を有し、底面はほぼ平坦となる。

　出土遺物（第１６図　２１・２２）

　２１は上甕口縁部の破片である。復元口径は４２cmを測る。口縁部は内湾し、頚部外面に三角形突帯

を１条貼付する。調整は内外面ナデを行うが、外面には縦刷毛が残る。

　２２は約１／２残存している下甕である。復元口径４１．５cm、器高６７．８cm、底径１１．６cmを測る。復

元胴部最大径は５５cmで、突帯貼付位置のやや上方にある。口縁部はやや内傾している。突帯は口縁

下に三角突帯１条、胴部中位に２条の長三角突帯を貼付する。内外面に丁寧なナデ調整を行い、外面

底部付近に小口痕跡が残る。また外面に僅かながら黒塗りの痕跡が残っている。本来は外面全体に行

われたものであろう。現状で器面は淡黄色～淡橙色を呈し、焼成良好である。

　K０１５（第１７図）

　調査区南東側で検出した大形棺である。削平・撹乱により上甕・下甕共に大きく削平されている。

主軸方向はN―８３°―Wにとる。現状で掘り方は平面１４５×８０cmの隅丸長方形を呈し、深さ１５cm程

度である。

　出土遺物（第１７図　２３・２４）

　２３・２４はいずれも胴部の一部分のみが残存するものである。２３は上甕である。１条のコ字突帯を有

し、内面ナデ、外面縦刷毛による調整を行う。灰黄色を呈する。

　２４は下甕である。２条のコ字突帯を有し、内外面ナデを行う。橙色を呈する。

　K０１７（第１７図）

　調査区中央で検出した大形棺である。主軸方向はN―１５°―Eにとり、埋置角度は２１°である。単

棺で、口縁部下の掘り方に残る溝状の掘り込みは木蓋をはめ込んだものと考えられる。口縁部外面に

は目張りの白色粘土が残っている。検出面から底面までの深さは７０cmを測る。掘り方は北側を階段

状に掘り込んでいる。

　出土遺物（第１７図　２５）

　全体の８割程度残存している。口縁部外径７３．６cm、器高１１４cm、底径１６cmを測る。砲弾形を呈し、
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胴部最大径は７５cmである。口縁部は内側に張り出しを有し、上面はほぼ平坦で外側が外傾している。

突帯は口縁下に三角突帯２条、胴部中位に２条のコ字形突帯を貼付する。内外面は丁寧なナデ調整を

行うが、外面底部付近にはナデ残した縦刷毛が認められる。口縁部外面～突帯間に黒塗りの痕跡が僅

かに残っている。淡黄色～橙色を呈し、焼成良好である。

　K０１８（第１８図）

　調査区西側で検出した大形棺である。主軸方向はN―６°―Eにとり、埋置角度は３５°である。単

棺で、掘り方は一段平坦面を有し、以下は棺体に沿って斜方向に掘り込んでいる。検出面から底面ま

での深さは５５cmを測る。

　出土遺物（第１８図　２６）

　２６はほぼ完形の甕である。口径４７cm、器高７２．２cm、底径１２．２cmを測る。胴部最大径は６１．１cmで、

胴部中位の突帯貼付位置にある。口縁部上面ははやや内傾している。突帯は口縁下に三角形突帯１条、

胴部中位に１条のM字形突帯を貼付する。内外面には丁寧なナデ調整を行い、底部付近にはけし残
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した縦刷毛が残っている。口縁部内面～口縁部上面と胴部の一部に黒色顔料の塗布が認められ、本来

は口縁部内面から外面全体に黒塗りが行われたものと考えられる。現状の器表面は淡橙色を呈し、焼

成良好である。

　K０１９（第１８図）

　調査区東側で検出した。１２５×９５cmの土坑内に甕棺の小破片が散乱していた。土坑墓０３２と切り

合っており、土坑墓構築の際に破壊された可能性を考えて、甕棺墓として報告しておく。掘り方の形

状は北側に平坦面を有することや、南側の底部が抉り込むこと等、甕棺挿入時の掘り方が痕跡的にで

はあるが残されているものと考えられる。

　出土遺物（第１８図　２７）

　出土遺物はいずれも小破片のみで図化できた遺物は１点のみである。２７は上甕として取り上げた口

縁部破片である。小破片で口径の復元はできていない。屈曲は逆L字状を呈し、口縁部上端面は水平

である。

　K０２０（第１９図）

　調査区東側で検出した単棺の中形棺である。切り合い関係より土坑墓０２８より後出する。主軸方向

はN―８１°―Eにとり、埋置角度は２７°である。検出面から底面までの深さは４５cmを測る。掘り方

は東側に平坦面を有し、以下は斜方向に掘り込むが、甕口縁部下に溝状の掘り込みが残る。またこの

部分から甕口縁部内面にかけて白色粘土が残るが、これは口縁部全体に施されていない。

　出土遺物（第１９図　２８）

　ほぼ完形を呈する。口径３２．８cm、器高６５．６cm、底径９ cmを測る。胴部最大径は４５cmで、突帯貼

付位置にある。口縁部はく字状に外反し、端面は四角く仕上げている。突帯は口縁下に三角突帯１条、

胴部中位に１条の幅広のM字形突帯を貼付する。調整は内面横刷毛、外面縦刷毛を行い、ナデ調整

はほとんど行われていない。底部は僅かにレンズ状を呈する。口縁部内面～頚部外面と、底部～胴部

下半が化粧土状の明橙色を呈する。また間の胴部上半～中位は浅黄橙色である。
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　K０２２（第２０図）

　調査区西側で検出した接口式の大形棺である。土坑墓０２３に掘り方の一部を切られている。主軸方

向はN―４９°―Eにとり、埋置角度は３４°である。撹乱坑により上甕の多くが破壊されているが、一

部に下甕との白色粘土目張りが残っている。検出面から底面までの深さは１２０cmを測る。掘り方は北

東側から階段状に掘削されている。また底面は一度２０cm程掘り下げたものを、甕棺挿入の都合から

であろうか、掘削したロームによって再度埋め戻されている。

　出土遺物（第２０図　２９・３０）

　２９は胴部下半を部分的に欠く上甕である。復元口径４６．４cm、底径１２cm、胴部最大径６３．８cmを測

る。口縁部はやや内傾している。突帯は口縁下にコ字形突帯１条、胴部中位に１条のM字形突帯を

貼付する。内外面ナデ調整を行う。口縁部上端面に黒色顔料を塗布した痕跡が認められるが、胴部に

ついては不明である。

　３０はほぼ完形を呈する下甕である。口径５８．６cm、器高８１．２cm、底径１１．３cmを測る。胴部最大径

は６６．６cmで、突帯貼付位置のやや上方にある。口縁部はほぼ水平である。突帯は口縁下に三角突帯

１条、胴部中位に２条のコ字形突帯を貼付する。内外面は丁寧なナデ調整を行う。明赤褐色を呈し、

焼成は良好である。

２）土坑墓・石蓋土坑墓・石棺墓（SR）

　土坑墓・石蓋土坑墓・石棺墓はそれぞれ１７基・２基・２基を検出している。埋葬部分形状は小口部

の一方に斜坑を有するものが主体となる。赤色顔料の出土状況などから斜坑部分が遺体の足元に当た

るものと考えられる。出土遺物はほとんどなく時期決定は困難であるが、基本的な切り合い関係は甕

棺墓→土坑墓→石棺墓となっているが、K０２０のように土坑墓を切る新出の甕棺墓も存在している。

　SR０１１（第２１図）

　調査区東側で検出した石棺墓である。K０１２と SR０２１を切っている。主軸方向はN―８５°―Wにとる。

墓坑掘り方は１２５×７０cmの隅丸長方形を呈し、検出面から底面までの深さは５０cmを測る。石材は東

小口部を試掘時に失っているが、他は原位置を保っている。石材は花崗岩の自然石を使用し、両側壁
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第２１図　SR０１１・０１６実測図（１／３０）



に板石状の石材を使うほかは、高さ４０cm、幅２０cm前後の縦長の石材を立てて使用している。棺身の

内法は７０×２０cmを測る。また現状では天井部分には石材は認められない。

　SR０１６（第２１図）

　調査区西側で検出した土坑墓である。主軸方向はN―５°―Eにとる。平面１３５×７５cm、検出面か

らの深さ５０cmを測る。掘り方は東壁が抉り込み、底面には１１５×４０cmの平坦面を作り出している。

またこの平坦面の西側には幅１０cm、深さ５～１０cmを測る溝状の掘り込みを有する。土層では確認で

きなかったが、木質の側板が据えられていた可能性が考えられる。

　SR０２１（第２２図）

　調査区中央部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―８５°―Wにとる。墓坑平面２３０×１７５cmを

測る大型の掘り方を有する。棺身本体は北壁を抉り込むようにして掘削されている。棺身底面は１５０

×４０cmを測り、このうち北側は１０cm程更に掘り窪められている。棺身の南側には幅１５cmを測る溝

状の掘り込みを有する。土層では確認できなかったが、上述の SR０１６同様の機能を有するものと考え

られる。
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第２２図　SR０２１実測図（１／３０）



　SR０２３（第２３図）

　調査区中央部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―７６°―Wにとる。墓坑平面は西側短辺が

１５０cm＋α、東側短辺が１２０cm、長辺２０５cmを測る歪な隅丸長方形を呈する。１０～２０cm下げたとこ

ろで、棺身と白色粘土を検出した。棺身本体は平面１９０×５０cmを測り、西側先端が一段高くなり、東

側足元に斜めに深さ３０cm程の掘り込みが行われる。また木蓋の固定に用いられたと考えられる白色

粘土は棺身の長軸方向に沿って貼り付けられたものと、短軸方向は足元側には掘り方を抉り込んだ内

部に充填させる部分と、頭位側は棺底部分に帯状に広がっている。なお頭位側の粘土については木蓋

の崩壊に伴って落ち込んだ可能性が考えられる。棺底には西側に水銀朱が広がっておりこのことから

も、この部分が頭位側に当たることが推定できる。

　SR０２４（第２４図）

　調査区東側で検出した土坑墓である。主軸方向はN―１５°―Wにとる。試掘時に墓坑の大半を掘り

下げており、北西コーナー部分のみが残存している。検出面での埋土はローム粒混じりの黒褐色土で

ある。本来長方形を呈していたと一段（１０cm程度）掘り下げた所で、目張りの青白色粘土を確認し

ている。この帯状の粘土内側は更に一段（１０cm）掘り下げられた後に、棺身部分を掘削している。

棺身は平面１４０×４５cmを測り、南半部分は底面を階段状に壁面を抉り込んで掘り下げている。

　SR０２５（第２４図）
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※薄アミは粘土 
　濃アミは赤色顔料 

１　黒褐色土に橙色ロームブロックを含む 
２　黒色土（橙色ローム上層に堆積する地山） 
３　暗褐色土（橙色ロームブロックを多く含む） 
４　黒褐色土（橙色ロームブロックを多く含む） 
５　３層よりやや黒っぽい 
６　黒褐色土（ロームブロック少量） 
７　やや茶味を帯びる黒色土（ロームブロック少量） 
８　７層に同じ 
９　白色粘土 
10　橙色土（ローム） 
11　７層よりやや茶味が強い 
12　橙色土（ローム） 
13　黒色土（ローム粒を多く含む） 
14　13層に同じ 
　　３～14層がSR023埋土 

第２３図　SR０２３実測図（１／３０）



　調査区東側で検出した土坑墓である。主軸方向はN―８４°―Eにとる。墓坑平面１７０×１１５cmを測

る。検出面上面で墓坑掘り方内側に幅１０cm強の粘土層（８層）が３／４周で確認できる。棺身は掘

り方の中央からやや北側に掘削されている。１１０×３５cmを測り、東側底面に水銀朱の広がりが認めら

れ、こちらが頭位と考えられる。また西端部分は足元に斜坑を掘り込んでいる。

　SR０２６（第２４図）

　調査区南東端部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―８９°―Wにとる。SD０６４との先後関係は

不明であるが、SD０２６掘削途中に粘土を確認しておらず、方形墓坑より棺身部分を掘り下げ、木蓋を

有する形式のものであれば、SD０６４に先行する土坑墓である可能性が高い。検出しているのは棺身の

足元掘り込み部分付近のみである。

　SR０２７（第２５図）
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第２４図　SR０２４・０２５・０２６実測図（１／３０）



　調査区南東端部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―３°―Wにとる。平面７５×５０cmを測り、

北側が壁面を３０cm程抉り込んで掘削されている。底面は北側が緩やかに低くなっているが、他の足

元掘り込みのよな明瞭なものではない。埋土はローム小粒を含む黒灰色土である。また検出面南側に

花崗岩礫が据え置かれている。

　SR０２８（第２５図）

　調査区東側で検出した土坑墓である。主軸方向はN―３°―Wにとる。墓坑平面１７５×１２５cmを測

り、一段掘り下げたところで幅５５cmの長方形に更に段がついている。青白色粘土はこの長方形の掘

り方の両長側辺に沿って貼り付けられている。なおこの青白色粘土中から小玉が１点出土している。

棺身本体もこの内部から掘り下げられている。平面規模１１５×４０cmを測り、北側半分は足元の斜坑が

掘り込まれている。また南半部には３箇所に水銀朱が残っている。
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SR028土層 
　１　茶味を帯びた黒褐色土（ロームブロックを含む） 
　２　茶褐色土（ロームブロックを含む） 
　３　１層に同じ（やや茶味が強い） 
　４　暗褐色土（ロームブロックを含む） 
　５　黒褐色土 
　６　青白色粘土 
　７　橙色ロームと暗褐色土混合（1：1） 

第２５図　SR０２７・０２８・０２９・０３０・０３１及び SR０２８出土遺物実測図（１／３０、１／１）



　出土遺物（第２５図　３１）　コバルトブルーを呈するガラス製の小玉である。外径４mm、孔径２

mm、高さ４mmを測る。粘土中より１個のみ出土している。

　SR０２９（第２５図）

　調査区西側で検出した土坑墓である。主軸方向はN―６４°―Eにとる。北側を一段掘り下げたとこ

ろで棺身が検出できる。埋土はローム粒を含む黒褐色土である。棺身部の平面規模１２０×３６cmを測り、

東側に深さ１５cmの足元斜坑が掘り込まれている。

　SR０３０（第２５図）

　調査区南端部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―４９°―Wにとる。復元すると平面はおおよ

そ９０×７０cmを測り、北西側に足元の斜坑が掘り込まれている。また平面的には SD０６３に先行する遺

構と考えられる。埋土はロームブロック混じりのしまりの無い褐色土で他の土坑墓と異なるが、形状

等から一連の土坑墓の一つと考えておきたい。

　SR０３１（第２５図）

　調査区東側で検出している。土坑墓の足元斜坑部分のみが残存したものと考えられるため本項で報

告する。主軸方向はおおよそN―１１°―Eにとる。埋土は黒色土で深さは３０cmを測る。

　SR０３２（第１８図）

　調査区東側で検出した土坑墓である。主軸方向はN―８６°―Eにとる。調査時には切り合い関係が

不明瞭なまま掘り下げていたが、他の切り合い関係やK０１９内の遺物残存状態から、甕棺墓の抜き取

り坑と考えられるK０１９を切るものと考えられる。平面１２０×４５cmを測り、東側に足元掘り込みを有

する。

　SR０３３（第２６図）

　調査区東端で検出した土坑墓である。主軸方向はN―７８°―Eにとる。南側を調査区外に延ばすた

め全体は明らかでないが、平面１１５＋α×３５cmを測る隅丸長方形の掘り方を呈する。調査区内では足

元の掘り込みは確認できていない。埋土はローム粒混じりの黒褐色土である。また掘り方北側端部に

花崗岩自然礫が据えられており、この土坑墓に関連するものと考えられる。

　SR０３４（第２６図）

　SR０３３の東側に隣接して検出した土坑墓である。主軸方向はN―６２°―Eにとる。SR０３３に伴うと考

えられる石材が掘り方の上面に載っているため、SR０３４→ SR０３３の先後関係となると考えられる。墓

坑の北側の一部しか確認していないため形状は不明瞭であるが、西側の平坦面から底面にかけての斜

面に沿って白色粘土が施されている。この粘土は木蓋の目張りと考えられ、棺身本体はこの平坦面か

ら更に掘り込まれているものと考えられる。埋土は SR０３３と同じローム粒混じりの黒褐色土である。

　SR０３５（第２６図）

　調査区南端部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―９０°―Eの東西方向にとる。一部調査区外

になるがおおよそ平面は１５０×１２５cmの歪な隅丸長方形を呈する。南北両長側辺に平坦面を有し、底

面にほぼ真直ぐに掘り下げている。土層観察から SD０６３に切られる土坑墓と考えられる。

　SR０３６（第２７図）

　調査区中央部分で検出した土坑墓である。SD０６７を切って確認している。主軸方向はN―８０°―Eに

とる。墓坑平面１６５×１２０cmを測り、一段掘り下げたところで長方形に巡る木蓋目張り青白色粘土を

検出する。粘土確認面で棺身本体も検出している。平面規模１０５×４０cmを測り、壁面は全体に抉り込

んでいる。西側底面には足元の斜坑が掘り込まれている。

　SR０３７（第２７図）
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　調査区東端部で検出した石棺墓である。SD０６７を切って構築されている。主軸方向はN―８８°―W

にとり、石棺墓 SR０３８に並行して構築されている。東側が調査区外に延びるため不明瞭な点もあるが、

墓坑掘り方は東西１８０cm、南北は２００cm強のほぼ方形に近い掘り方が復元できる。埋葬部は中心から

やや北側によって構築されている。基本的に板状の花崗岩礫を使用し、小口部各１石、両側辺部各３

石の計８石によって作られている。なお遺構面が耕作土直下にあたることや石棺内にしまりの無い黒
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※アミは粘土 

１　黒色土（SD063埋土） 
２　褐色土（黒色土がブロック状に混合、 
　　ローム粒含む） 
３　褐色土（ロームブロックを含む） 
４　暗褐色土 
５　暗黄褐色土 
６　褐色土 
７　３層に同じ 
８　５層に同じ 
９　７層に同じ 
　２～９層がSR035埋土 

第２６図　SR０３３・０３４・０３５実測図（１／３０）



色土と共に粘土ブロックが多く混入していることから、北側の側辺中央石及び天井石は後世の水田使

用時に取り上げられたものと考えられる。青灰色粘土は石材の上面を中心に確認されており、天井と

の目張りに用いられたものと考えられる。また棺体内部は西側小口部分に足元掘り込みを有している。

更に底面東側を中心とした平坦面及び東側の石材側面上部に水銀朱が確認された。特に石材に塗布さ

れた状況から頭位部分を特に意識した状況を窺うことができる。
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SR036土層 
　１　黒褐色土（ローム粒含む） 
　２　黒褐色土（ロームブロックを 
　　　多く含む） 
　３　黒味の強い暗褐色土（ローム 
　　　粒含む） 
　４　黒褐色土（ロームブロックを 
　　　多く含む） 
　５　青白色粘土 
　６　暗褐色土（ロームブロックを 
　　　含む） 

SR037土層 
　１　黒色土 
　２　黒褐色土に黄褐色ローム混合（1：2～1：1） 
　３　汚れた黄褐色土 
　４　淡黒褐色土 
　５　橙色土 
　６　褐色土（黒色土と黄褐色土ブロックを含む） 
　７　４層に同じ 
　８　橙色土に黒色土少量含む 
　９　石材埋土 
　10　汚れた黄褐色土（８層に似る） 

完掘後 
石棺確認時 

第２７図　SR０３６・０３７実測図（１／３０）



　SR０３８（第２８図）

　調査区東端部で検出した石蓋土坑墓である。SD０６７を切って構築されている。主軸方向はN―７８°

―Wにとり、石棺墓SR０３７に並行して構築されている。板状の花崗岩自然礫を２石用いて蓋としてお

り、周囲及び石材の継ぎ目を粘土で目張りしている。墓坑平面は９２×７２cmの隅丸長方形を呈する。

蓋を除去すると棺身部が確認できる。現状でも一部空洞化しており、黒色土が自然流入しているのみ

である。棺身部は５７×２５cmを測り、東側に斜坑を有する。

　SR０３９（第２８図）

　調査区中央部で検出した石蓋土坑墓である。SD０６７を切って構築されている。主軸方向はN―７５°

― Eにとる。５０cm角の板状の花崗岩自然礫を２石用いて蓋としており、周囲及び石材の継ぎ目を粘

土で目張りしている。試掘により墓坑の一部を破損するが、墓坑は埋葬主軸からやや歪んだ方向に掘
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第２８図　SR０３８・０３９・０４０実測図（１／３０）



削されている。蓋を除去すると棺身部が確認できる。棺身部分は当初平坦面を有した掘り方が行われ

ているが、底面にロームと黒色土混合土による貼り床状の盛り土が行われている。この面に散漫であ

るが径１５cmの範囲内に水銀朱の分布が認められた。このことから埋葬時には貼り床上面の西から東

に傾斜した底面を使用したものと考えられる。なお貼り床面より上層にはロームブロック混じりの黒

褐色土が堆積している。

　SR０４０（第２８図）

　調査区中央部で検出した土坑墓である。主軸方向はN―５°―Eにとる。復元すると平面はおおよ

そ１３５×４５cmを測り、北側に深さ４０cmの足元斜坑が掘り込まれている。また掘り方幅は北側の足元

方向に向かってやや狭くなっている。埋土はローム粒を含む黒褐色土である。

３）土坑

　SK０６１（第２９図）

　K００６→ SK０６１となる土坑である。平面は径１．１～１．２mの円形を呈する。３０cm程掘り下げると、以

下は平坦面を有して７５×４０cmの長方形の掘り込みを有する。埋土は平坦面までがしまりのない黒色

土、長方形掘り方内がローム粒を含んだ黒色土である。古墳時代後期～古代の土坑であろう。

　出土遺物（第２９図　３２）　底面付近で出土した土師器甕である。内面には縦方向のヘラ削りが行わ

れ、径部の稜線は明瞭となる。胎土には径２～３mmの石英砂粒を多く含んでいる。

　SK０６２（第２９図）

　SK０６２→K００４となる土坑である。平面１．７×１．４mのやや歪な長方形を呈する。東西両壁の南側に

は対になるように壁面に抉り込みを有する。底面は１×０．７mの長方形を呈し、中央に径２５cm、深さ

３０cmの掘り込みがある。現状でこの掘り込み中途で湧水が始まる。出土遺物はなく形状から落とし

穴状の遺構と考えられるが、本地点内ではこれに類する遺構は他にない。

　SK０６６（第２９図）

　調査区南西隅で確認した溝状の土坑である。SR０１６との切り合い関係については明らかでない。掘

り方は北側が深くなる階段状を呈する。また埋土はローム粒を含む黒色土である。出土遺物は弥生土

器片２点のみで、１点は丹塗り土器である。

４）溝

　SD０６３・０６４（第３０図）

　調査区南端で検出する。中程に撹乱を挟んでいるが本来一連の溝状遺構と考えられる。南壁沿いに

ほぼ直線的に延びる溝であり、東端で僅かに曲がるようであるが、SR０２７との切り合いもあり不明瞭

である。断面は明瞭な段が無く緩やかに傾斜し、現状で深さ２０～３０cmを測る。各土坑墓との切り合

いは不明なものもあるが、SR０３５は溝埋土に切られている（第２６図 SR０３５土層図参照）。土器は小破片

のみであるが弥生時代中期後半～末に位置付けられる遺物が出土しており、甕棺墓形成に伴う区画溝

の可能性も考えられる。

　出土遺物（第３０図　３３～３５）　３３は無頚壺である。口縁部は水平で、内外面ナデによる。３４は平底

の底部破片である。外面には縦刷毛、内面はナデを行う。３５は袋状鉄斧である。錆化が進み袋部も破

損しているが、現状で長さ１０．５cm程を測り、メタルは残存している。

　SD０６７・０７０（第３０図）

　調査区中央部を東西方向に並列する溝である。いずれも丘陵の傾斜方向に向かって延びており、東
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側が幅も広がっている。また共に最下位に流水によると考えられる埋土が堆積しており、この部分が

幅２０～３０cmの狭い溝状となっている。SD０７０には明瞭な切り合い関係はないが、SD０６７は土坑墓・木

棺墓に切られている。以上のことからこれらは埋葬遺構形成以前の自然流路と考えられる。

　出土遺物（第３０図　３６）　３６は SD０６７出土の甕である。口縁部は逆 L字状を呈するが、外方への延

びが少ない。弥生時代中期中頃の甕であろう。

　SD０６８（第３０図）

　調査区北側低位部分に広がり、深さ１０cm程の自然のくぼ地にしまりのない茶褐色土が堆積してい

る。甕棺・丹塗り土器等の破片が出土している。新しい遺物は出土していないが、堆積土からは極新

しいものとも考えられる。形成時期は不明である。

　出土遺物（第３０図　３７～４１）　３７は甕棺破片である。口縁部上面は僅かに内傾している。３８は複合

口縁壺である。屈曲部はやや丸みを帯びている。３９は平底の底部である。痕跡的に丹塗りが認められ

る。４０・４１はコバルトブルーを呈するガラス小玉である。

５）小結

　今回の調査では弥生時代の甕棺墓１９基、土坑墓１７基、石蓋土坑墓２基、石棺墓２基の計４０基を確認

している。なお土坑墓としたものの大半は足元掘り込みを有し、横口式のもの（SR０１６・０２１）もみ

とめられる。また墓坑が残っているものには木蓋に伴うと考えられる粘土が残っている。埋葬遺構は

調査地点のほぼ南側半分約１５０㎡の範囲で確認したものであり、調査区北側の丘陵斜面部分には墓域

は広がらないようである。遺構の変遷をたどると、今回の調査地点では中期中頃の新段階に位置付け

られるK０１７が最も先行するものである。次いで中期後半（K００２・００３・０１２）、中期末（K００１・００５・

００８・０１３・０１４・０１８・０２２）、中期末～後期初頭（K００６・００９）の変遷をたどるが、この間土坑墓・石

棺墓は構築されていないようである。甕棺墓は後期前半（K００７・０１０・０２０）まで営まれているが、

この時期のK０２０はSR０２８に後出している。また石棺墓SR０１１は土坑墓SR０２１を切っている。以上のこ

とから中期中頃～中期末の甕棺墓群が形成された後、後期前半には土坑墓が主体となるようであるが、

甕棺墓も終焉に向かいながら依然構築されている。また土坑墓構築よりやや遅れて石棺墓が認められ

るようである。調査範囲が狭く遺構配置に明確な規則性は見られないが、おおよその傾向として丘陵

西側から東側に墓域が移動しているようである。中央の南北に延びる尾根線から派生した東西尾根上

に形成されたものであろう。副葬品は後期の甕棺墓（K０１０）、木棺墓（SR０２３・０２５・０２８）・石棺墓

（SR０３７）・石蓋土坑墓（SR０３９）から水銀朱が認められるほかはSR０２８被覆粘土から出土した小玉のみ

である。

　調査の項でも述べたように、本丘陵上では以前から埋葬遺構の存在は知られていたものの、本格的

な発掘調査を経たものでなく不明瞭な点も多い。第１次調査によれば、本調査地点の北西側で、丘陵

尾根線上において箱式石棺墓、石蓋土坑墓が５３基、甕棺墓１基が確認されており、内行花文鏡・鉄

器・玉類等の副葬品が出土している。ここでは甕棺墓がほとんど認められず、弥生時代後期を主体と

した埋葬遺構群と考えられる。この時点では本調査地点周辺は中期の甕棺墓群として、異なる時期の

遺構群として認識されていたが、今回の調査により開始時期は異なる可能性を有するものの、形成途

上では同時期となる墓域として捉える事ができた。また本来この丘陵高位面上は南北に延びる尾根線

を中心に樹状に尾根線が開析されていたものと考えられ、これらの尾根線上に更に多くの埋葬遺構群

が形成されていた可能性も考えられる。今回の調査でその一部が明らかとなったが、今後周辺の遺跡

群との関連も重要な課題となるであろう。

－　４２　－



付編

　弥永原遺跡第６次調査で検出された赤色顔料の調査

福岡市埋蔵文化財センター　比　佐　陽一郎　

　人類の歴史において赤という色は墳墓や祭祀の場など、いわゆる「ハレ」の場面において用いられ

てきた。古代日本において、その発色の源となる赤色顔料には、先学の研究により、酸化第二鉄

（Fe2O3）を主成分とするベンガラ、硫化水銀（HgS）を主成分とする朱の存在が明らかにされてきた。

この他にも赤色顔料としては四三酸化鉛（Pb3O4）による鉛丹もあるが、出土品の分析により確認さ

れた例は知られていない。これらは古の精神世界を探る手掛かりのみならず、顔料の種類や素材の産

出地などの調査により、当時の社会、政治、物流など文化全般について情報を与え得る興味深い資料

である。

　今回は弥永原遺跡第６次調査で検出された赤色顔料について、含有元素の分析により、その種類を

同定することを目的とした調査を行った。対象となった試料は、いずれも弥生時代中期後半～後期と

考えられる甕棺墓や土壙墓、石棺墓などの埋葬遺構６カ所より検出された１５点（サンプル）で、一つ

の遺構でも複数箇所から採取されたものもある。いずれも各遺構内で部分的に小規模な集中部分が散

在した状態で検出されており、土ごと採取されている。量が僅かなこともあり、顔料の法量を重量な

どで数値化することは困難な状況である。各試料の出土遺構と採取場所については一覧表に示すとお

りである。

　肉眼観察では、各試料とも量の多少や色調における多少の濃淡、あるいは明暗はあるものの、いず

れのサンプルも明瞭な赤色の発色が見られ、これらが顔料として葬送儀礼に際し人為的に使用された

と見て問題ないものと思われる。また実体顕微鏡を用いた６～４０倍程度の拡大観察では、落射光の照

明下で顔料の粒子が光を反射してギラギラと輝き、鮮やかな赤色を呈している。この倍率で見る限り、

各試料内では異なる粒子の混じり合いは見られず、いずれも同一の粒子であることが伺える。過去の

類例調査の経験からは、これらが朱の粒子であることが予測された。

　次に蛍光X線分析法による含有元素の分析を行った。この方法は試料にＸ線を照射し、含有する各

元素から発生する二次Ｘ線（特性Ｘ線）を検出器でとらえてＸ線エネルギーとその強度をピークとし

て表すものである。赤色顔料の調査では各種類の顔料に於いてベンガラであれば鉄（Fe）、朱であれ

ば（Hg）、（鉛丹では鉛〔Pb〕）といった特徴的な金属元素が含有されており、これらの有無によりそ

の種類を判別することになる。ただし鉄は土壌中にも豊富に含まれる元素であり、分析による鉄の検

出のみをもってベンガラの存在を結論づけることは危険である。

　装置は土中の顔料範囲が数mm大であることから、X線の照射領域を絞った微小領域用エネルギー

分散型のもの（エダックス社製／Eagle μ probe）を用いることとした。また作業は取り上げた土そ

のままでは、都合良く赤色部分が測定範囲に収まらないものもあるため、取り上げ試料の中から特に

赤色顔料部分のみを少量抽出し、これを発泡スチロール板にカーボン製両面テープを貼り付けたもの

に固定して行った。カーボン（炭素：C）は蛍光 X線分析では検出されない元素であるが、念のため

作業にあたっては、事前に試料を置かない状態でカーボンテープ上の分析を行い、顔料に関係する元

素が検出されないことを確認している。装置の作動条件は以下の通りである。

　対陰極：モリブデン（Mo）／検出器：半導体検出器／印加電圧・電流：４０kV・電流値任意／測定
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雰囲気：真空／測定範囲０．３mmφ／測定時間３００秒

　分析の結果は、全点ほぼ同じようなものとなっており、いずれの試料からも明瞭な水銀のピークが

検出されている。顕微鏡観察の結果とも併せ、これらの赤色顔料は朱であると考えられる。鉄もやは

り全資料から検出されているが、その強度は水銀に比べると弱く、分析試料の抽出にあたっては土壌

も採取され、珪素やアルミニウムなど土壌由来元素が認められることや、事前の顕微鏡観察で異なる

顔料粒子の混入が特に認められなかったことと併せて、この鉄は土壌成分に含まれるもので、ベンガ

ラに因るものではないと判断される。

　赤色顔料「朱」は、硫化水銀の結晶である辰砂と呼ばれる鉱石を磨り潰して微粒子にしたもので、

その使用起源は日本では縄文時代後期初頭にまで遡る（成瀬２００２）。長年にわたり赤色顔料の研究を

進めてこられた本田光子氏によれば、北部九州の弥生墳墓でも、その当初から朱の使用が認められ

（本田１９８８a）、甕棺墓の盛行に伴って朱の使用も活発化するようである。弥生時代後期前半以降、甕

棺墓の衰退に伴い、埋葬主体が土壙墓や石棺墓に移行すると、赤色顔料の使用も朱中心であったもの

（本田氏の分類によるａ類）が、埋葬主体にはベンガラを、遺骸には朱を用いるという、朱とベンガ

ラを併用しつつ使い分ける状況（同ｂ類）や、埋葬主体へのベンガラの単独使用（同ｃ類）に変化す

ることが指摘されている（本田１９９７）。本遺跡の場合、使用されていた顔料は全て朱であり、ａ類の

典型と言える。また、その使用状況は甕棺墓と石蓋土壙墓を除く土壙墓では、主体部内において長軸

方向の片側どちらかに偏在しており、主体部の幅や過去の調査事例などから頭胸部を中心に用いられ

たものと考えられる。

　周辺地域では過去に、福岡市南区井尻Ｂ遺跡や春日市立石遺跡などで弥生～古墳前期の墳墓に用い

られた顔料の調査が行われている。井尻Ｂ遺跡では土壙墓や石蓋土壙墓１１基の顔料が調査され、朱と

ベンガラの併用（ｂ類）やベンガラの単独使用（ｃ類）が報告されている（本田１９８８b）。これらは

土器の出土が無く時期決定の手掛かりが乏しいが、周辺の状況から古墳時代初頭～前期の範疇で捉え

られている（吉留他１９８８）。また立石遺跡では甕棺墓、石蓋土壙墓各１基と、土壙墓７基などの顔料

が調査されているが、これらは全て朱の単独使用（ａ類）とされている（本田２００２）。こちらも甕棺

墓が弥生中期前半に比定される以外は時期決定根拠に欠けるが、遺構の検出状況や出土遺物を手掛か

りに、弥生後期～古墳前期と考えられている（境２００２）。この様に若干時期に幅はあるものの、同一

－　４４　－

備　　考蛍光X線分析顕微鏡観察時　期試料採取位置遺構種別資料枝番遺構No．

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期前半下甕底部付近甕棺墓０１０１

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部西側（推定頭胸部）任意土壙墓No．１０２３２

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部西側（推定頭胸部）任意土壙墓No．２０２３３

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部西側（推定頭胸部）任意土壙墓No．３０２３４

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部東側（推定頭胸部）任意土壙墓No．１０２５５

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部東側（推定頭胸部）任意土壙墓No．２０２５６

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部南側（推定頭部）土壙墓No．１０２８７

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期No．１北隣（推定胸部）土壙墓No．２０２８８

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部西側土壙墓No．３０２８９

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部内任意石棺墓No．無し０３７１０

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部東側（推定頭胸部）石棺墓No．１０３７１１

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部中央石棺墓No．２０３７１２

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部南西部分石棺墓No．３０３７１３

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部南側中央石棺墓No．４０３７１４

Fe（鉄）は土壌由来と考えられるHg（・Fe ※）朱弥生後期主体部中央石蓋土壙墓０３９１５

分析資料とその結果



地域内でも顔料の使用状況が遺跡によって異なっており、被葬者や祭祀の系譜などが注目される。

　また本田氏によれば弥生時代の中で、粒子の大きさが変化することも指摘されており、その背景に

は辰砂から朱への調整方法、つまり朱の製造方法や、原料の入手経路が変化した可能性を想定されて

いる（本田１９８８a）。今回は粒度の調査にまでは至っていないが、顔料の動きを知る上では重要な情報

となるものであり、今後の課題である註）。

　顔料研究は現在、文化財科学の分野で新たな展開を見せようとしている。本田光子氏らは、使用状

況の精査により、これまで考えていたよりも複雑な使い分けのあったことを明らかにしたり、埋葬状

況の復元に重要な情報を提供するなど（志賀他２００３）、顔料の背景に存在する人の動きを復元する研

究を進めている。また朱については、含まれる硫黄の同位対比から列島産と大陸産の区別をつける分

析も試みられている（南他２００２・２００３）。かつて本田氏が「土と共に闇に葬り去られる顔料に日の目

を見させる」（本田１９８８a）として行った研究は、現在では考古学に不可欠なテーマとして輝いている。

今回行った調査は最先端には及ばない極基礎的な内容ではあるが、その一助にでもなれば幸いである。
　

註）
　この時期における朱の原産地を考える場合、辰砂は国内では奈良、三重県、徳島県などの中央構造線沿いや北

海道などが知られているが、それ以外に中国大陸も視野に入れる必要があると思われる。特に北部九州では福岡

市の比恵遺跡、南八幡遺跡、前原市の三雲遺跡などで辰砂鉱石が発見されているが（比佐他２００１）、それらはい

ずれも数mm～１ cmを超える塊状の結晶で、北海道を除く国内産の結晶が母岩上に薄く広がる様相と異なり、

中国の貴州省などで見られるものに外観が酷似している。この様に産地以外で辰砂の発見される遺跡が、現在の

ところ古代中国の歴史書に登場するクニの比定地であり、その結晶が日本より中国のものに類似することは非常

に示唆的である。本遺跡も奴国に該当する地域であることからすれば、その朱に中国産の辰砂が用いられている

可能性も決して低くないであろう。
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写真１　福岡女学院及び周辺（１９６５年撮影）（南西から）

写真２　福岡女学院及び周辺（１９７０年撮影）（北東から）
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写真３　福岡女学院及び周辺（１９９１年撮影）（北東から）

写真４　福岡女学院及び周辺（１９９２年撮影）（南東から）
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写真５　調査区南半全景（北から）

写真６　調査区南半全景（北から）
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写真７　調査区北東部全景（北から）

写真８　調査区北西部全景（北から）
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写真９　調査区北東部南側（北から） 写真１０　K００１（西から）

写真１１　K００２・００３（東から） 写真１２　K００４（南から）

写真１３　K００５（東から） 写真１４　K００６（南から）
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写真１５　K００７（南から） 写真１６　K００８（北から）

写真１７　K００９（西から） 写真１８　K０１０（北から）

写真１９　K０１２（南から） 写真２０　K０１３（北から）
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写真２１　K０１４（西から） 写真２２　K０１５（南から）

写真２３　K０１７（西から） 写真２４　K０１８（西から）

写真２５　K０１９（西から） 写真２６　K０２０（南から）
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写真２７　K０２２（北から） 写真２８　SR０１６（西から）

写真２９　SR０２９（北から） 写真３０　SR０２１（南から）

写真３１　SR０２３（東から） 写真３２　SR０２３土層
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写真３３　SR０２４（北東から） 写真３４　SR０２５（東から）

写真３５　SR０２６（西から） 写真３６　SR０２７（南から）

写真３７　SR０２８（南から） 写真３８　SR０３０（南東から）



－　５６　－

写真３９　SR０３３（東から） 写真４０　SR０３５（東から）

写真４１　SR０３６（東から） 写真４２　SR０３６土層

写真４３　SR０４０（南東から） 写真４４　SR０１１（東から）



－　５７　－

写真４５　SR０１１（南から） 写真４６　SR０１１（南東から）

写真４７　SR０３８（西から） 写真４８　SR０３８石蓋除去後（西から）

写真４９　SR０３９（北から） 写真５０　SR０３９石蓋除去後（北から）
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写真５１　SR０３７（北西から） 写真５２　SR０３７（西から）

写真５３　SK０６１（南から） 写真５４　SK０６２（南東から）

写真５５　SK０６２土層 写真５６　SD０６７・０７０東壁土層
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写真５７　出土遺物１
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写真５８　出土遺物２
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